
167

「プラスマ細胞二關スル實験的研究第1報

時二超生髄染色標本並二血液塗抹標本

    二於ケル英形態二就テ

金澤讐科大學病理學教室（杉山教授指導）

  岡 ．田 義 男
    （昭和g年8月2日受附）

               目

   籍  論

箆1章實験方法

第2章 責験成衝

 第一節「プラスマ細胞ノ各種染色法二於

    ケル形態

 第1項 趨生爵染色法二於ケル形態

 第2項 Ma卜Giom醐染色法二於ケル形

     態

 賃書3；買 「＾マトギツリソーコ＝オジン’婁渥

     色法’於ケル形態

 第4項 U皿na氏染色法二於ケル形態

 第5項U皿鵬氏別法二於ケル形態

 第6項 帆nか肋pPe舳e1㎜染色法二於

     ケル形態．

 第7項∫ad棚。h口氏染色法二於ケル形

次

     態

 第8項 「アズールII一エオジン染色法

     且於ケル形態

 第9項 「プラスマ細胞ノ異状形態

 第10項 淋巴腺中ノ「プラスマ細胞

 第2節 「オキシダーゼ反鰹及ピ周核頼粒

 第1項 『オキシダ・七反願

 第2項 周核頼粒

 第3節 脾臓穿刺血液中ノ「プラスマ細胞

    ノ浦長

 第4節 「プラスマ細胞核分裂

第3章 総括及ピ考按

   繕  論

   文  献

繕   論

 「プラスマ細胞二關スル最モ古平言巳載ハWaId・y鉗（I舳）民ナリ．然レドモ氏ハ睾丸間質

細胞，耳下腺中ノ細胞，臓血管壁外層細胞等ヲ何レモ「プラスマ細胞ト老ヘタリ．今日一般

二認ムルrプラスマ細胞或ハrプラスモチ，テン」二關スル記載ハUn蝸（1891）氏ニョツテ始

メテ與ヘラレタルモノニシテ，民ハ慢性炎症鼻際シ此細胞ノ出現ヲ認ムル裏ヲ報告セリ．典

後多藪ノ研究報告セラレシガ最毛玉シギ観察ヲ下セシハC・j日1（1906）氏ナリキ，造血臓器

中ノrプラスマ細胞皇關スル最初ノ護表者ハJ・das・・h・（1891）氏皇シテ，共役Marsch・1k6；

Hodara；Romany Caja1；Joa㎜ovics；Dominic；Ender1㎝；∫usti等ノ諸氏二体ツチ造血臓

器中二「プラスマ細胞ノ存在ヲ確カメラレタリ．血路中室「プラスマ細胞ノ出現スルコトヲ始

メテ喝ヘシハM舳dlaIk6（1895）氏皇シテ，氏ハ「ツベルクリン」注射呈依ツチ人工的二自

血球過多症ヲ建サシメタル際，家兎ノ脾臓毛細管及ビ立管中二「プラスマ細胞ヲ讃明セリト

報音セリ．NissI比そ血管内室「ツベルクリニ・J注入後血管内二個々分離セル「プラスマ細胞ヲ
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認メタリト。Ba・d氏ハ急性白血病二際シテ血液申二「プラスマ細胞ヲ認メクリト報告セリ．

倫縛染病二際シテ「プラスマ細胞ノ血液中二出現スルコトガ丁耐k氏皇ヨツテ認メラレ，氏

ハコレニ剣戟型（R・i・㎜gsfom㎝）ト命名セシハ吾人ノ臭ク知ル産ナリ．清野氏，AschoH民

等ハ生鵠染色ノ際二「プラスマ細胞ノ色素振取ノ如何ヲ健二記述セリ．以上多藪ノ研究者ノ

研究方法ハ何レモ固定切片染色標本ヲ以ナセルモノニシテ，共場合二於ケル所見ノ記述ニシ

テ，血液塗抹標本式ハ趨生鑓染色標本二關スル研究ハ殆ド絶無ノ状態ナリ．是ヲ以テ余ハ新

二超生饅染色，生誰染色並二血液塗抹標本島於ケル「プラスマ細胞二裁キ研究シ些カ得ル虜

アリシヲ以テ此慶二報告セントス．

第1車實験方法
 實騒動物トツテ中等大ノ家兎5頭ヲ使用セリ．内1頭ハ何等ノ前慶置モ施サザル正常家兎ヲ使用シ，第

2家兎ニハ長期二歩リテ（50目〕墨汁毎回5㏄宛20回耳静脈内二澄入セリ．第3家兎ニハ3日間二3回各

50㏄宛墨汁ヲ耳静脈申二注入セリ．第4家兎ニハ1％「トリパソ竜水溶液10㏄宛ヲ2日間二2回注入セ

リ．第5家兎ニハ1％「トリパソ青水溶液10㏄ヲ1回ノミ耳静脈内二注入セリ．上記ノ各家兎ハ何レモ固

定板止二固定後腹部ノ毛ヲ十分二剃毛セシ後70％アルコール」ヲ貝テ拭ヒ更二法度丁幾ヲ塗リ手術部以外

ノ都ハ消毒濟木綿ヲ以テ覆ヒタル後，小カラ皿テ左肋弓中央部ヨリ下方二約6－7cm切開シタル後脾麟ヲ引

出シ此脾臓二豫メ作製シ置キタル硬不毛細管ヲ実キ刺ス時ハ脾臓ノー細小片トトモニ血液ハ毛細管二速二

入リ來ル．此ノ血液ノ適當蟹ヲ「ノイトラール赤及ピ「ヤーヌス繰爾色素混合アルコホール溶液或ハ「ノイト

ラール赤ノミノ「アルコホール」溶液ヲ以テ作レル上記爾色素膜ヲ有スル裁物硝子上面二移シ英上二被覆硝

子ヲ乗スル時ハ血液ハ裁物並ビニ被覆碗子両面ノ間二一様二蹟散ス．若シ脾臓ノ1小片ヲ混ズール時ハ血液

ノ鐘散困難ナルヲ皿テカカル際一ニハ軽ク小指ノ先ヲ皿テ押ス時ハ血液ハー檬二魔散ス．血液ノ擾敵終リタ

ルヲ認メタル後周園ヲ「ダァゼリ：／」ヲ皿テ封減ス．カクシテ得タル硝子ヲ杉山式第1I型加温箱中ノL6it互曾

赴製IIb型顕微鏡机上二置キ，接眼鏡第4艮油浸装置ヲ皿テ観察セリ．櫛加湿箱ハ常二37℃二保チ置キタ

リ・上記ノ如キ超生髄染色標本以外二筒塗抹標本ヲ作製セリ．副チ毛細管二取リタル血液ノー滴ヲ裁物硝

子ノー偶二乗セタル後一般血液塗抹標本作製法ト同一方法ヲ皿テ標本ヲ作製セリ．此標本ヲM岬一Giom晩

異他種々ノ染色液ヲ貝テ染色セリ．

 趨空騒染色用裁物硝子虹二被議硝子八重クローム酸加里ヲ加ペタル粗製硫酸内二浸漬スルコト3－4日後

之ヲ汲出ツチ充分流水ニテ洗浄シタル後，2－3回蒸溜水ヲ以テ瀬ギ，英後80％「アルコホール」中二貯臓

ス．使用時二臨ミテ之ヲ取出シ豫メ十分脱脂セル「ガーゼ」ヲ貝テ滴拭ヒ，更二裁物硝子ハ瓦斯火焙ヲ通過

セシメ未ダ十分冷却セサル前二左手栂指及人差指ニテ水手二保チ，英上二豫メ作リ圏キタル「ノイトラー

ル赤ノ1萬借無水アルコホール溶液或ハ「ノイトラール赤及ピ「ヤーヌス線ノ各ユ萬僻混合無水アルコ赤一

ル溶液ヲ「ピペット」ニテ稽々多量二注ギタル後硝子ヲ躯直二立テ餓分ノ色素溶液ヲ流下セシメ・色素膜ノ

乾燥後使用二供セリ．

 「オキシダーゼ反懸試験．上述ノ如クシテ作製セル塗抹標本ヲ無水アルコホール」1．40％「フォルマリ

ン」I・ノ割合二混合セル固定液ニテ固定スルコト5分間・弐二生理的食髄水100二勤シ’トナフトール」1

ヲ混合シ更二n／10NaOI工1」〕ccヲ加ペタル後一度湿メ冷却シ重二濾過セル英濾液ユニ封シ，生理的食麗

水100二鼓シdim舳y1－pa誠ph㎝ylヒn－dia㎜inbase1ラトカシタル液4ヲ混合シコレヲ濾過シ・ソノ濾液
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ヲ皿テ固定標本上ヲ硬フコト3分間後英試薬ヲ捨テ水洗後．稀薄Giem・a液ニテ染色スル時「オキシダー

ゼ反躍陽性1頼粒ハ黒竜色ヲ星ス．

 「ペルオキシダーゼ反懸試験・此試験二条ハ塚本氏法ヲ利用セリ．副チ塗抹標本ヲ「アルコポールーフォ

ルマリン」（95％「アルコホール」9分，40％「フォルマリン」1分）ニテ1－2秒間固定シ百1テニ液ヲ捨テ濾

紙ヲ皿テ吸水乾優セシム．茨二0．5％硫酸銅溶液ヲ域テ標本全面ヲ編シ，微量ノ過酸化水素ヲ加ペタル「ベ

ンチジン飽和溶液ヲ注加シ，5分間ノ後派ヲ捨テ石炭酸フクシ1ノ液ヲ皿テ核染色ヲ施スコト2分間ニシテ

水洗乾燥鐘橡二供セリ．「ペルオキツター七反懸陽性ノ場合ニハ暗線色内至緑色ヲ星ス．

 周核頼粒染出法．八木氏法ヲ利用セリ．印チ塗抹標本ヲ無水アルコール」二3分間浸シタル後，「ブリラ

1／トアズリソ丑α5gτ食麗3・0g・蒸溜水10α0㏄混合染色液6・0㏄二4滴ノ割合二1％「エヲジニ／水溶液ヲ

加ペタル染色液ヲ以テ1分間染色後・5％食麗水ニテ洗ヒ，更二無水アルコホール」第1液ニテ洗ヒタル

後衛無水アルコール」二浸スコト約2分間更二純キシロール」二浸スコト約2分間後中性「カナダバルサム」

ニテ封繊セリ．

 淋巴腺申「プラスマ細胞瞼査法．検査二用ヒシ淋巴腺ハ股淋巴際ヲ用ピタリ．此淋巴腺八大キクシテ且

容易ニニ取出スコトヲ得ル便利アリ．此淋巴腺ノー小片ヲ超生麗染色用裁物禰子上二乗セ更㍉ リンゲル氏

液ノー滴ヲ加ペタル後数回針頭ニテ淋巴腺小片ヲ碑キタル後被覆硝子ヲ乗セ，液ノ掻散シタル後「ヴアゼ

リソ」ニテ封絨セリ．其後ノ慶置ハ脾臓ノ場合ト同一ナリ．簡淋巴腺ノー片ヲ普通ノ裁物硝子上二ナスプ．

附ケタル塗抹標本ヲ作リタル後May－Giemsa染色液其他種々ノ染合液ニテ染色ヲ施セリ，各種染色法．塗

抹標本二於ケル「プラスマ細胞染色法ノ良キモノヲ得：／トシテ種々ノ染色法ヲ施行セリ．團］チ「エオジンー

アズールI1染色法．「ヘマトキシリンーエオジン」染色法．U㎜a－PaPPe口heim民法、U㎜a民法．U㎜a氏

別法，Jadassohn民法．等…種々ノ染色法ヲ試ミクリ、夫等…ノ個々二就イテハ實験成績二於テ記述ス可シ．

第2章實 験 成 績

          第1節「プラスマ細胞ノ各種染色法二於ケル形態

             第1項 超生誰染色法皇於ケル形態

 定型的「プラスマ細胞ノ形態ハ楕固形成ハ類固形ニシテ，核ハ固形ヲ呈シ偏在性二存在ス，

耐シテ核膜ハ明瞭ナリ．稀レニ核ノ趨縁部ハ内部ヨリモ梢々濃キ場合アリ．核内ニハ稀レニ

藪條ノ総状様物質或ハ不定形ノ小ナル薄キ女色ノ塊秋物ヲ認ムル場合有リ．原形質内ニハ

rノイトラール赤，「ヤーヌス線混合色素膜ヲ用ヒタル場合ニハ十数個乃至数個ノrヤ□ヌズ

隷穎粒ガ核ト相対スル廣キ原形質内二組二散布スル場合，或ハニ三ケ所二別レテ集合スル場

合，或ハ環献配列ヲ螢ム場合等アリ．而シテ此等「ヤーヌス綜穎粒ノ間二「ノイトラrル赤穎

粒ノ2個乃至3個ノ混合スル場合ト全然「ノイトラール赤穎粒ヲ認メサル場合トアリ．稀レ

ニ「ヤーヌス糠穎粒ニシテ核上面二存スルヲ認ムルコトアリ．倫「ヤーヌス糠穎粒及ビ「ノイト

ラール赤穎粒認メラレスシテ女色ノ微小ナル鱗ノ撒布集團或ハ連鎖状配列ヲナス場合アリ．

「ノイトラール赤ノミノ色素膜上二於テハ何等「ノイトラール赤穎粒認メラレスシテ唯健二藪

個ノ薄キ薄色ノ境界ノ明瞭ナラサル穎粒様物質ノ存スルヲ認ムル場合ト，此如キ物質以外畠

2乃至5個ノ梢々大型ノ「ノイトラHル赤穎粒ノ存スル場合トアリ．師チrノイトラール赤超
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土誰染色二際シテ「プラスマ細胞ハ「ノイトラrル赤弱陽性ノ穎粒ヲ有ス．上記ノ穎粒以外二

稀1ノニ光ヲ強ク屈折スル穎粒ノ2乃至3個ヲ有スル場合アリ．「ヤーヌス糠穎粒並二「ノイト

ラール赤穎粒ハ何レモ，原形質ノ略女中央部呈シテ核ノ中央蓬縁二近キ部位ニハー般二認メ

ラレスシテ稽々他ノ原形質部位ヨリモ明キ感ジアリ．倫原形質ハ突起ヲ出シテソノ方二健二

遊走スルヲ認ムルモ，遊走速度二關シテハ第2報二於テ護表スベシ．

          第2項May－Giemsa染色法二於ケル形態

 定型的「プラスマ細胞ノ形態ハ構固形，類固形ヲ呈ス．核ハ固形文ハ卵固形ニシテ偏在性

二存シ細胞ノ大サニ比ス1／バ小ナリ。「クロマチン」ハ紫赤色二染色セル小城及ビ小梁ヲナシ

核膜皇滑ヒテ配列スルモノ，及ビ核ノ中央部ニエー2個存在シ両者ノ間二く更二細キ「クロ

マチン」ノ交通アリテ夫等ノ配列ノ特殊ノモノハ所謂単輪状ヲ呈ス．此等「クロマチン梁及ビ

塊ノ間隙帥チ核基質ハ薄赤色ヲ呈ス．原形質ハ強キ嗜臨基性ニシテ青紫色ヲ星ス．而シテ此

原形質中ニハ多数ノ小ナル室胞一面二撒布スルヲ以テ原形質ハ恰モ青紫色ノ網ヲ形成スル姉

キ観ヲ呈セリ．倫「プラスマ細胞ノー特異鱗ハ廣キ原形質ノ略々中央部二欝リ，耐シテ之1／

二句ヘル核面昌接シテ固形乃至牛月型ノ明庭（heH・・hof）ヲ有スルコトニシテ，北部ハ他ノ

原形質部ノ如ク青紫色二染色セラレスシテ極メテ薄キ澄色或ハ友赤色ヲ呈ス．耐シテ此明庭

二向ヅテ盤基性二染色セシ原形質部ヨリ極メテ綱キ突起ヲ出シテ相連交スルヲ認ム．原形質

内ニハ上記ノ如キ多数ノ小室胞ヲ認ムルモ特殊ノ穎粒ヲ認メス．幼若「プラスマ細胞ノ形態

ハ類固形ニシテ核ノ形態モ同様二固形テルモ共位置ハ成熟「プラスマ細胞ノ核ノ偏心性ト異

リテ細胞ノ略女中央部二存在ス．核ノ性秩二闘シテハ成熟セルモノト異ル所ナシ．原形質モ

同様二彊盤基性二染色スルモ准異ル財ハ明庭モ室胞様物質モ付レモ認メラ1ノサルコトメリ．

然レドモ成熟スルニ從ヒテ原形質ノ略々中央部ニシテ核二接シテ三日月型ヨリ満月型二至ル

各種ノ移行型ノ明庭ヲ認ムルニ至ル．空胞様物質モ同様二成熟スルニ從ヒテ次第二出現スル

ニ至ル．核モ求心性ヨリ次第二偏在隼二移動スルヲ認ム．

       第3項「ヘマトキシリンーエオジン染色法二於ケル形態

 1）染色法 塗抹標本ヲ室氣中ニテ乾燥後「メチールアルコホール」ニテ固定スルコト5

分間，弐二〇一5％エオジンアルコホール」ニテ染色スルコト5分間ノ後水洗更二吸取紙ニテ水

分ヲ吸集セシメ，火焙ノ近クニテ乾燥セシメタル後，D・1・f1e1d民「ヘマトキシリン波ニテ地

時間（使用前二濾過セルモノ）染色後水洗ナシ更三水中二浸スコト5分ノ5至10分後取出シテ乾

燥セシメクル後，中性カナダバルサム」二封入後鏡検セリ．

 2）プラスマ細胞ノ形態．定形的「プラスマ細胞ノ形態ハ楕固形，類固形等ニシテ，原形

質ハ薄青衣色二染色セル極メテ細キ赫秩様物質ガ五二相接合シ或時ニハ小ナル網状ヲ形成セ

ルモノヲ皿テ充サル．師チUma氏ハカ・ル状態二対シテSpongiopI訂smaナル名構ヲ附セ

リー新タノ地ク染色セル原形質内ニハ多数ノ小室胞散布スルヲ認ム．而シテ廣キ原形質ノ略

火中央部二鴬リ，耐シテ之レニ向ヘル棲百二接シテ固形乃至三日月状ノ明庭ノ存スルコトハ

M里y－Giemsa染色ノ場合ト金ク同様ナリ．耐シテ小室胞ハ此明庭内ニハ存在セザルナリ．
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核ハ楕團形，卵固形，固形等ニシテ偏在性二存在ス．核ノ「クロマチン」ハ極メテ強ク青紫色

二染色セル小塊，或ハ「コンマ型，或ハ短キ梁形ヲナセルモノ互二相連絡スルモ，一般二核

ノ中央部ニハ上記ノ如キ「クロマチン」ハ少クシテ蓬縁部並二中央部ト蓬縁部トノ中間帯二歩

ク存在ス．且蓬縁二存スルモノハ核膜二滑ヒテ存在シ中間帯或ハi－2個ノ中央部一存スル

モノト互二相連絡セリ．此如キ配列状態ノ特殊ノモノハ所謂車輪状ヲ呈スルモ，此染色法ヲ

施スコトニ依ツチ「プラスマ細胞ノ核全部ガ率軸状ヲ星スルモノニ井ズ．而シテrクロマチン

塊或ハ梁ノ間隙畠ロチ核ノ基質ハ薄赤穫色ヲ呈セリ．幼若rプラスマ細胞ヨリ成熟rプラスマ細

胞二至ルマデノ各種移行型細胞ノ原形質，核ノ染色扶態ニハ何等定形的rプラスマ細胞ノ場

合ト異ナル産ナキモ，幼若ナルモノニ於テハ原形質ノ廣サハ小ニシテ且室胞ノ存在ヲ認メ

ス．然レドモ成熟スルニ從ツチ原形質ノ面接塘大シ且室胞ノ出現ヲ認ムルニ至ル．且室胞ノ

大サモ成熟ゼルモノニ於テハ梢身大トナレルヲ認ム．核ノ位置モ幼若ナルモノハ中央二存ス

ルモ成熟スルニ從ヅテ漸次蓬縁二向ツチ移動スルヲ認ム．耐シテ廣キ原形質ノ略府中央部二

當リテ，而シテ之レニ向ヘル核面二接シテ幼若，成熟「プラスマ細胞ヲトハズ固形成ハ三日

月秋ノ明庭ヲ有セリ．

        第4項 Uma氏染色法皇於ケル「プラスマ細胞ノ形態

 1）染色法 塗抹標本ヲ室索申ニテ乾燥後，無水アルコホール」ヲ以テ3－5分間固定後

「ポリクローメスーメチーレン青ニテ染色スルコト約％時間後水洗ナシ，更昌U㎜・氏「グリセ

リンエーテル」ヲ約4傍二稀澤セルモノノ中ニテ5分間脱色後更二無水アルコホール」主テ洗

ヒ，次二純キシロール」中二1－2分間入1！タル後中性カナダバルサム」ニテ封入後鏡検セリ．

 2） プラスマ細胞ノ形態 「プラスマ細胞ノ形態ハ構固形，卵固形，固形等ナリ．時二原

形質ヨリ数個ノ小突起ヲ出セルモノヲ認ム、原形質ハ鮮明ナル青色二染色セル極メテ細キ総

状様物箪ノ相接合セルモノヲ以テ充サルー新タノ如キ原形質内二多藪ノ室胞存在セルラ以テ

恰モ鮮明ナル青色二染色セル原形質ハ綱献ヲ形成セル如キ感ヲ星セリ．而シテ倫原形質内三

八上述セルト同様二羽庭ヲ有七リ．核ハ偏在性二存シ，紫色二染色セル小城叉ハ梁形ノ「ク

ロマチ；・」ハ核膜二滑ヒテ配列スル外，内部ニモ藪個存在シ，夫等八相互二相接鰯セル場合

ト孤立セル場合トアリ．此如キ配列ノ特有ノモノハ所謂車輸状ヲ星セリ．而シテ「クロマチ

ン塊或ハ梁ノ間隙印チ棲基質ハ薄赤色ヲ呈セリ、幼若「プラスマ細胞ヨリ成熟「プラスマ細胞

二至ルマデノ各移行型ハ原形質及ビ核ノ染色性質ハ成熟セルモノト金ク同様ニシテ，核ノ位

置蟹化並二室胞ノ有無二開シテハ第2項並二第3項二記述セシト金ク同様ナリ．

        第5項 U㎜a氏別法二於ケル「プラスマ細胞ノ形態

 1）染色法塗抹標本ヲ塞氣申ニテ乾燥後無水アルコホール」ニテ固定スルコト3－5分

間後「ポリクロPメスーメチーレン青ニテ強ク過染色スルコト約1時間後水洗乾燥ナシ，更

二3－5分間「アルコホpルi0㏄，「キシロール15cc，「アニリン油25．O㏄ノ混合液二浸シタ

ル後更二「キシロール」中二1－2分間入レタル後中性カナダバルサム」ニテ封入後鏡検セリ．

 2）形態 形態ハ今マテ喬巳述シキタレル所ト異ル産ナシ．原形質ハ濃青色皇染色セル細
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キ染色繍ノ相接合目リナリ，共接合ノ如何二体リテ小ナル網目ヲ形成スルヲ認ム．而シテ興

染色赫ノ接合ノ度ハ蓬縁部ハ内部ヨリモ強シ．核二接スル部位二近キ原形質内皇明庭ヲ有ス

ルコトハ上述セル場合ト同様ナリ．而シテ此明庭二向ツチ染色緑ノ突起出デ・ソレガ相互昌

交リテ網ヲ形成スルヲ課ムル場合アリ．核ノ形態並皇位置ハ上記セシ場合ト金ク同様ニシテ

核ノ「クロマチン」ハ塊状或ハ梁形ヲナシ原形質ヨリモ更二彊ク青黒色二染色セリ．両シテ英

配列ノ状態ハ第2項第3項二記載セシ場合ト金ク同様ナリ．

     第6項 U㎜・一Papp㎝hei由低染色法二於ケル「プラスマ細胞ノ形態

 エ）染色法塗抹標本ヲ塞氣申ニテ乾燥後「メチールアルコホール」ヲ以テ3－5分間固

定後「ピロニンーメチ｝ル線ニテ染色スルコト弘時間後水洗乾燥ナシ更二中性カナダバルサ

ム」ニテ封入後鏡検セリ．

 2）形態 「プラスマ細胞ノ形態ハ上述セルモノト異ル鹿ナシ、原形質ハ赤色二染色セル

染色繍ノ相接合二体リテ赤色ヲ呈セリ．期タノ如キ原形質内二歩敷ノ空胞存在スルヲ以テ原

形質ハ恰モ網ヲ見ル畑キ状ヲ呈セリ．而シテ廣キ原形質ニテ核二接スル部二近ク明庭ノ存在

ヲ認ム。核ノ位置，形態二闘シテハ上述セル場合ト同様テルモ，此染色方法皇於テハ核ハー

様二薄青色二染色シ，明ナル「クロマチン」ノ構造ヲ認ムルコト熊ハズ．

       第7項 Jadassoh・氏染色法二於ケル「プラスマ細胞ノ形態

 1）染色法 塗抹標本ヲ室棄申乾燥後「フラルマリン」ヲ以テ固定スルコト3分間弐二「メ

チーレン青1．Ogr，棚砂1，Ogr，蒸溜水100．O・cノ混合液二浸スコト％時問後水洗ナシ乾燥後

中性カナダバルサム」ニテ封シタル後鏡検セリ、

 2）形態「プラスマ細胞ノ形態ハ第2項並第3項等二記載セシト全ク同様ナリ．原形質

ハ極メテ強ク濃青黒色二染色セル染色赫ノ密二相接合スルコトニ依ヅテ極メテ濃厚ナル青黒

色ヲ星ス．カ・ル原形質中二多数ノ室胞存在ス，爲二原形質ハー見網ノ如キ構造ヲ呈セリ．

倫原形質中ニハ上述セシト同位置二羽庭ノ存在ヲ認ム、核ノ形態，位置モ亦前述セシモノト

金ク同一ナリ．核ハー様二濃青黒色二染色セル（原形質ノ染色度目リモ梢々薄シ）基質内二1

－3個ノ基質ヨリモ梢々濃染セル「クロマチン塊ノ存在ヲ認ム．倫核膜二接スル部位ハ原形

質ト同程度二彊ク青黒色二染色セリ．

     第8項 「アズールII一エオジン染色法二於ケル「プラスマ細胞ノ形態

 1）染色法塗抹標本ヲ室気中乾燥後「メチールアルコホール」ヲ以テ固定スルコト3－

5分聞（此固定法ハZ㎝k・r－F・・mo1固定ヨリモ可哀ナリ）ノ後1％エオジンW．G．，10cc

ト1名アズールII1O㏄ヲ100．Occlノ蒸溜水二加ペタル波ヲ以テ染色スルコト15－20分間後，

無水アルコホール」ヲ以テ急速二法ヒタル後，「キシロ【ル」二約i分間浸シタル後中性カナ

ダバルサム」ニテ封入後鏡検セリ．

 2）形態形態ハ上述セシト金ク同様ナリ．原形質ハ濃厚二青色二染色セル染色繍ノ密

二相接合スルコトニ依リテ青黒色ヲ呈セリ．而シテ染色練ノ相互ノ接合状態如何；・二体リテ

時二細小ナル網目ヲ形成セリ．此如キ原形質内二多数ノ室胞存在スルヲ以テ原形質全誰ハ恰
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モ網ノ姉キ状態ヲ示スコト展々認メラル．倫原形質内自明庭ノ存在スルコトハ上述セルト金

ク同様ナリ．核ノ形態並二位置モ亦上述ト金クー薮ス．核内ニハ紫色二染色セル「クロマチ

ン小城或ハ梁ハ核膜二滑ヒテ或ハ核膜二近ク存在シ，此等ハ核内中央部二近ク存スル「クロ

マチン塊或ハ梁ト相接鰯シ或ハ孤立スルコトニ依ツチ種々ノ形態ヲ示セリ．共配列ノ特異ナ

ルモノハ所謂車軸椴ヲ呈セリ．

            第9項「プラスマ細胞ノ異状形態

 上記各種染色法（超生縫染色，塗抹固定染色標本）二於ケル「プラスマ細胞ノ形態ハ何レモ

1個I個ガ孤立存在セル場合ノ形態ニシテ，若シ「プラスマ細胞ガ他ノ細胞ト相接スル場合

ニハ共撰燭スル細胞ノ敷並二形態二膳ジテ種々ナル形態ヲ星スルニ至ル．

            第10項淋巳腹中ノ「プラスマ細胞

 淋巴腺中ノ「プラスマ細胞ハ正常ノ際ニハ極メテ稀レニ其存在ヲ認ムルモ，生髄染色ヲ施

ス時ハ可成リ著シク増カロスルヲ認メタリ．而シテ共形態並二性状ハ脾麟申ノソレト全ク同一

ナルヲ以テ再認スルコトヲ省略ス．

           第2節 オキシダーゼ反膳及ビ周核穎粒

              第1項 「オキシダーゼ反騰

 「プラスマ細胞ノ「オキシダーゼ反騰ハ閲定性並二易動性共二陰性ナリ．「ペルオキシダー

ゼ反騰モ亦陰性ナリ．

              第2項周 棲類粒

 「プラスマ細胞ノ周核願粒ハ葉形態並二配列ノ状態二從ヒテ散布型，花冠状型，金平糠型，

棒状型ノ4型二大略分ツコトヲ得．散布型トハ大中小3種ノ穎粒ガ核上面二不規則二時ニハ

密二時ニハ粗二散布スルモノニシテ，雌型ノモノハ最モ多ク認メラル．花冠状型トハ略々大

サノー様ナル周棲類粒ガ花冠状様式ハ車軸様配列ヲ螢メルモノニシテ此型ノモノヲ認ムルコ

トハ稀レナリ．金平糖型トハ穎粒ガ核膜上二配列ナシ恰モ金平糖状ヲ呈スルモノナリ．然レ

ドモ数個ノ穎粒ハ核膜上以外二拘核上ニモ認ムルコトヲ得．棒状型トハ核面上二細長キ棒

型，金平糖型，精子型，V字型式ハY字型等。ヲナセルモノガ固形ノ穎粒ト混合スルモノニ

シテ此如キ種々ナル形ヲ示スモノハ核膜ヲ越ベテ細胞機外二或ハ原形質内二長ク突起ヲ出セ

ル場合厘是認メラル．此型ノモノハ散布型二家イデ多数認メラル．

         第3節脾臓穿刺血液中ノ「プラスマ細胞ノ消長

 正常家兎ノ脾臓穿刺血液中ノ白血球総数ハ第二日賛騒二於テハ4工000ニシテ此脾臓血液塗

抹標本二於ケル「プラスマ細胞ノ出現率ハ0．26劣換算實藪107個ヲ示シクリ．同家兎第2回目

ノ實験二於テハ白血球総数26700（此総数ノ減少ハ第1回實験後2日目二第2回目ノ穿刺ヲ

行ヒタル皇ヨリ，第1同日實験ノ際ノ1失血ノ恢復セザルニ蹄因スルモノナルベシ．）ニシテ，

rプラスマ細胞ノ出現率ハO．30劣換算實藪80個ヲ示シクリ．而シテ比2回ノ實強直前ノ末檎

血液（耳静脈）中ノ白血球総数ハ7400ト．6300ニシテ，何レモ「プラスマ細胞ノ出現ヲ認メザリ

キ．墨汁注入家兎（A）二於テハ長期二歩リテ墨汁注入セシモノニシテ第1回實験迄二42日間
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血液種類

岡     田

第1表
正   常   家   兎

第一回 2エ／V  第二回 23／V

脾臓ヨリ取ヲタル

墨 汁 注 入

第一回 28／V

家兎種類繊1脾馳液L仰し脾魔瞥j紬液撤液
       ％1剛％1實敷1・1餓％1餓％1實藪1・1實藪
プラスマ細胞  0 ■0  0．26 107 0  0  0．30  80 0  0 2，38i2070

離エオジン 225116652．26192738．52426脚65944．543173J63271           1 1

嗜エオジン  O，5 37 0．14 57 0  0  0  0  0  0  0  0

1∴養篶篶｛篶呼｛1讐1命
淋巴母細胞   1  0－42 172      0．67 179      0321278

網状織細胞      6．502665     7．181917     4．083549

骨髄憐細胞      O・14 57     0・27 72     0・53 461

…星行破壌細胞        7．77 3186       9．88 2638       5．46 4750

細胞総敷
！・…1 舳1 1列

！・・… 19700 1・刑。・

二16回（毎回5cc宛）墨汁注入セシモノニシテ，開腹セシ時ニハ脾臓ハ員黒トナレリ．皿L脾臓

ヨリ取リタル刺針血液中ノ白血球総数ハ87000ニシテ，此中「プラスマ細胞ノ出現率ハ2．38％

換算賛藪2070ヲ示シクリ。同家兎第2同目ノ實験二於テ（第1回實験後第2回目實験二至ル

マデニ更二4回墨汁注入セリ），脾麟ヨリ取リタル刺針血液中ノ白血球総数コ43000此申「プ

ラスマ細胞ノ出現率ハ1．9切換算實数27ク4ヲ示セリ．印チ正常家兎二比スレバ「プラスマ細

胞ノ著シギ増加ヲ示セリ．而シテ未梢血液ノ白血球総数ハ夫々9700ト6500ニシテ「プラスマ

細胞ノ出現ヲ認メザリキ．墨汁注入家兎（B）二於チノ・4日間二5・c宛2同墨汁注入後10日目

二脾臓内血液ヲ株リテ槍シタルニ白血球纏敷5700Cニシテ，「プラスマ細胞ノ出現率ハ0・74タ6

換算實数421ヲ示シダリー師チ（B）家兎二於テハ注入セシ墨汁量ノ僅少ナル上，注入後ノ経

過目数少キトニ俵リテ「プラスマ細胞ノ増加認メラルモ共増加率ハ倫僅少ナリ．「トリパン青

注入家兎（A）並二（遍）ハ共二，2日間二2回（毎同工％トリパン青水溶液ユ0㏄宛）注入セシ

モノニシテ，（A）家兎ハ最後ノ注射後2週間目二脾臓ヨリ取リタル刺針血液ノ検査ヲ行ヒダ

ルニ，白血球総藪51000コノ中「プラスマ細胞ノ出現率ハ0．67タ6換一算實藪342ニシテ末梢血液

ノ白血球総数ハ8100ニシテ井内O．5％換算實致斗ユ個ノ「プラスマ細胞ノ出現ヲ認メタリ．然レ

ドモ脾臓ヨリ取リタル刺針血液中ノ「プラスマ細胞ノ増加ハ倫僅少ナリ．熱ルニ「トリパン青

注入（B）家兎二於テハ注入後1週間目二進シク弱リ飼育箱中二静止シ食物モ十分二擁取セ

ザルニ重レリ．此際二脾臓ヨリ取リタル刺針ノ血液申二「プラスマ細胞ノ極メテ著シギ増加

ヲ増メタリ．師チ白血球総数ハ61000ニシテ「プラスマ細胞ノ出現率ハ6．33タ6換算實敷3861ヲ

示セリ．耐シテ末檎血液ノ白血球総数ハ9900ニシテ「プラスマ細胞ハ1％換算實敷99個ノ出

                  【胴】



「プラスマ細胞二開スル實験的研究 175

刺針血液中ノ「プラスマ細胞

家兎（A〕 墨汁注入家兎（B） トリパソ青注入家兎〔A） トリパソ青注入家兎（B）

第二回 18／VI 第一回 13／VI 第一回 14／VI 第一回 7／V1

末梢血液 脾麗；1血液 来梢血液 脾臓血液 末梢血液 脾臓血液 末梢血液 脾臓血液
I …」        一 一 一 一  I ■ 一 ■

％1餓 ％ 實藪   ‘
唐P實敷 ％ 實藪 ％ 實藪 ％1賓藪 ％ 實藪 ％ 實藪

O O 194 2774 O 0 0．74 421 0．5 41 α67 342 1．O 99 6．33 3861

48．O 3120 3．67 5248 51．O 4539 21．10 12027 36．5 2956 4．97 2535 50．0 4950 3．39 隻068

0 0 0 O O 0 0 O O O O O 0 O 0 O

2．0 130 0．07 100 4．5 401 121 690 3．O 243 0－20 102 6．0 594 026 159

455 2957 74．81 106978 42．0 3738 64．19 36588 57．5 4658一 81，53 41580 36．0 3564 7Z36 44140

孔5 293 O．69 987 2．5 223 095 542 2．5 202 O．54 275 7．0 693 1．15 702

0．28 400 0．21 120 O－07 36 032 195

1640 23452 6．59 3756 11．08 5651 9，15 5582

O．42 601 α1ユ 63 O．13 66 339 2068

1．25 1788 491 2799 O．81 413 3．63 2226

1・…
ユ43000 8900 57000 ・ml 51000 9900 61000

現ヲ認メタリ．印チ（B）家兎二於ケル「プラスマ細胞ノ著シギ増加ノ原因ハ恐ラク北家兎ガ

「トリパ1・青色素毒二対シテ著シク強キ感受性ヲ有スル艘質ナルカ，或ハ此如キ髄質二夏二

何等カ不明ノ原因ガ加ハリタルニ鰯因スル戸ノナルベシ．

              第4節 「プラスマ細胞核分裂

 多数ノ「プラスマ細胞ヲ観察セシニ核ノ間接分裂ヲ認ムルコト能ハザリキ．師チ此細胞ハ

直接分裂ヲナスモノナルコトヲ知レリ．耐シテ2核ニナル移行型トシテ核ガ瓢箪型式ハ8字

型ヲナセルモノ等ヲ時々観察セリ．倫原形質内二完全二2核二分レテ存在セシモノモ折々認

メタリ．而シテ此如キ場合ニハ細胞ハ可成リ大キグナレルヲ認メタリ，拘余ハ多数ノ「プラ

スマ細胞観察申唯1回3個ノ核ヲ有スルモノヲ認メタリ．

第3章総括及ビ考按

 余ハ正常家兎並二生艘染色ヲ施セシ家兎ノ脾麟内血液中ノ「プラスマ細胞，及ビ淋巴腺内

ノ「プラスマ細胞ヲ趨生麗染色ヲ以テ検索スルト共二，夫等ノ塗抹横本二各種染色ヲ施シ共

形態並二rオキシダーゼ反騰1，周核穎粒ヲ検セリ、趨生磯染色二於テハ「プラスマ細胞ガ孤立

シテ存在スル場合ニハ，構固形，類固形テルモ池ノ細胞ト相接スル場合ニハ共相接鰯スル細

胞ノ藪並二形態二廠ジテ種々ナル形態ヲ呈スルニ至ル．核ハ固形ヲ呈シ偏在性二存在シ，共

境界ハ明ナリ．稀レニ核ノ鰹縁部ハ内部ヨリモ軽度二濃キ場合アリ．核内ニハ時二数條ノ赫

松様物質或ハ不定形ノ小ナル女色ノ塊ヲ認ムルコトアリ．原形質内ニハ全然穎粒ノ認メラレ

ルザル場合ト，十数個ノ「デアヂン穎粒ガ粗二一散布ス場合成ハ比等ノ穎粒ノ問二数個ノ「ノイ
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トラール赤穎粒及ピ2－3個ノ光ヲ屈折スル穎粒ノ混在セル場合アリ．rノイトラ←ル赤ノ

ミノ超生鰹染色二際シテハ，数個ノ「ノイトラール赤穎粒ノ散布スルヲ認ムル事展々アリ．

印チ「プラスマ細胞ハ「ミトヒョンドリヤ」ヲ有シ且「ノイトラール赤二羽陽性ノ穎粒ヲ有ス．

 May－Giきm5星；「ヘマトキシリンーエオジン」Um1a；Uma PapPenheim；Jada5sohn；「ア

ズールH一エオジン」等ノ染色法二於ケル「プラスマ細胞ノ形態ハ何レモ同様ニシテ，定形的

ノモノハ楕固形．類固形ヲ星スルモ，他ノ細胞ト相接鰯スル時ハ菱形，多角形等種々ノ形態

ヲ呈スルニ至ル．核ハ固形，卵固形ニシテ成熟セル「プラスマ細胞二於テハ偏在性二存在ス

ルモ，幼若ナルモノ程中心二近ク存在ス、成熟セル「プラスマ細胞二於テ原形質ノ略在中央

部ニテ核二接スル部二羽庭ヲ有ス．共明庭ノ形態八三日月型ヨリ園形二至ルマデ各種ノ移行

型ヲ認ムルコトヲ得．一般二成熟セルモノ程固形ヲ星シ，幼若ナルモノ程三日月型ヲ呈スル

モノノ如シ．明庭以外ノ原形質内ニハ小ナル室胞様物質ノ存在ヲ認ム．化物質モ成熟セルモ

ノ程多数存在ン，原形質ハ恰モ海面状ヲ星ス．幼若テルモノハコレ二反シテ室胞様物質ノ存

在少ク最モ幼若小形「プラスマ細胞ニハ室胞様物質ノ存在ヲ認メサルナリ．一MaザGi・msa染

色ノ場合，核ノ「クロマチン」ハ塊状，「コンマ型，或ハ梁形ノモノ数個存シ共大部分ハ核膜

二滑フチ配列シ，残リノI－2個ノ「クロマチン」塊ハ核ノ中央部二近ク存在シ所謂率鞘状ヲ

星スルモノト，淋巴球ノ核ノ如キ染色ヲ呈スルモノト有リ．此等「クロマチン」ノ間隙印チ

核基質ハ薄赤色帥チ嗜酸性ヲ星セリ．原形質中ニハ張ク髄基性二卵チ青紫色染色セル綿状物

質ガ相互二密着シテ原形質内一面二撞ル場合，或ハ締献物質相交錯シテ共間二小間隙ヲ形成

セル場合等アリ．此原形質中ノ染己質ノ青紫色ハ特有ニシテ淋巴球ノ嗜盤基性ト金ク相異レ

リ．而シテ此如キ原形質内二歩数ノ室胞様物質存在スルヲ以テ恰モ海再様状況ヲ呈セリ．以

上ノ如キ「クロマチン」配列並二原形質ノ染色状態ハ他ノ染色法ヲ施セシ場合モ略々同様ニシ

テ唯用フル色素ノ異テルニ從ヒテ其染色スル「クロマチン」或ハ原形質ノ色ヲ異ニスルノミナ

リ．今之ヲ表二示セパ次ノ如シ．

        第2表 各種染色法皇於ケル原形質，核ノ染色ノ相違

染  色  法 原形質（染色物質） 核クロマチソ色

メ  一 ギ  ム ザ 青紫色 紫赤色

ヘマトキツリソーエオジン 薄青茨色 彊青紫色

ウ     ソ     ナ 鮮明青色 紫色

ウ ソ ナ 別 法 濃青色 青黒色

ウンナ，パツベソハイム 赤色
核一様二者色二染リ
クロマチソ塊不明

ヤ  ダ  ツ  ソ  ソ 濃青黒色 青黒色

アズールu一エオジン 青色 紫色

「プラスマ細胞ノ「オキシダーゼ反騰ハ固定性，易動性共二陰性ニシテ，「ペルオキシダー

ゼ反騰モ亦陰性ナリ．

周核穎粒ハ共穎粒ノ大小，形態或ハ配列ノ状態二從ヅテ散布型，花冠状型，金平糖型，棒
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献型ノ4種類昌分類スルコトヲ得ダサ．

 淋巴腺中昌ハ旺常時昌モ極メテ健二「プラスマ細胞ノ存在ヲ認ム、而シテ英形態，性状ハ

脾臓ノソレト金ク同様ナリ．生髄染色ヲ施ス時八葉増加ヲ來セリ．淋巴腺ノ塗抹標本作製畠

欝リテハ。脾臓ノ場合ト異リテ血清無キラ以テ得タル標本ハ脾臓ノ姉ク良効ナラサル献貼ア

リ．

 文献皇徴スルニM舳。止alk・（1895）箕ハrプラスマ細胞ノ形態ハ固形テルモ，密畠他ノ細

胞ト接鰯スル時八相勤スル面ハ多角トナル．核ハ比較的小ニシテー般島rクロマチン」ヲ多数

昌有スルヲ以テ核ハ強ク染色サル・ヲ認ム．核ハ1核ヲ有スルモノ普通テルモ時呈多核ヲ有

スルヲ認ム 核膜二近ク5－8個ノrクロモジーメン」ヲ有ス．此如キ核ハ常皇偏心性皇存在

ス．緻密ナル原形質中ニハ室胞ヲ思ハシムル鮮明ニシテ核局團ヨリ細胞中央部畠向ヘルHof

ノ存在ハ此細胞ノ特徴ニシテ，此ハ伯ノ細胞ニハ沢シテ現ル・コトナシト．Jadassohn（一89］）

民ハM鮒scMk6ヨリモ以前二跣二此細胞ノ特徴トシテ核ノ偏心性存在並三原形質内明庭

ノ存在ヲ主張セリ．Max1mow（1901）氏ハ「プラスマ細胞ノ原形質ハ織密ナル穎粒ヲ以テ売

サレ，其穎粒ハ「トルイジン青二ョリテ赤色二染色シ化學鐘化性染色ヲナス．原形質中二室

胞ノ存在二就キ始メテ記載セシハCaj・I（i896）ニシテ其後V・gt；ScMfe・等多藪ノ研究

者ハ之レヲ認ムルニ重レリ．A1zheimer（ig04）氏ハ「プラスマ細胞ノ原形質ハ不規則ナ種々

ナル犬小ノ間隙ヲ有シ，海綿構造ヲ呈ス．此間隙ノ内ニテ中心底（C㎝他1er Hof）ガ廣サ

ニ於テ最モ大ナリト報告セリ．趾mamu．Fick民ハ原形質ハ徴紬ナル網状ヲ或ハ海綿儲構

造ヲ有ス．Schridd6（ig05）民ハ0rth氏混合液固定氷結切片二何等染色ヲ施サ“ル場合室

モ握ク突出セル光ヲ屈折スル小塊ガ原形質内室存在スルヲ認メタリ．愉塗抹標本ヲ火熱固

定セシ場合室モ「プラスマ細胞ノ染色可能ヲ記載セリ．氏ハ同年他ノ論文二於テ．中性穎粒

ト稀レニ嗜酸憧及ビ嗜盤塞姓穎粒ノ3種存在スルコトヲ認メ，嗜盛基性穎粒ヲ有スルモノ

ヲ”PI船舳M．st．e11e“ト命名セリ．嗜髄基性穎粒ノ存在ヲ最初二言巳載セシハKmmp㏄ker

（1893）’ニシテ，細胞鵠中室徴細ナル嗜盤基性穎粒ト可成リ屋々哀ussdlsche Fucbsin穎粒

ノ存在スルコトヲ認メタリ．氏ハ此細胞ハ何等Ju池mkIe量・㎝I Hofヲ有セスト，ソシテ白

ラコレニMaS伽Heト命名セリー面シテ此細胞ハ核ノ位置並二構造ヨリシテ員ノ「プラス

マ細胞ナリト麦ヘリ．同様ナ観察ヲM・rscbaIk6（1900）；PapP㎝heim（1901）ハナセリ．

G6屹。w（1907）氏モ多藪ノ徴紬ナ稀レ昌粗大ナル（赤血球犬）嗜盤基性穎粒ノ存在ヲ認メタ

リ．Woid㎝r州兵ハ中性穎粒ヲ詳細二研究シ或ル定マレル色素ヲ使用スル時始メテ此穎粗

削現スルモ，シカラザル時ハ出現セザルヲ以テ，此細胞自身ハ無頼粒性ト記載スベキナリト

報告毛リ．rミトヒョンドリヤ」二關シテハSch・idde氏ハ原形質内ハ徴紬ナルrミトヒョニ・

ドリヤ」ヲ以テ売サル，英状態ハ恰モ総二連鎖状球菌ガ並列スル姉ク’ナリト．Dubf㎝ile氏

ハ「ミトヒョンドリヤ」ハ認メラレサルモJ口xta㎜k1e量r6Vakuo〕㎝ヲ認ムルト．Huie氏ハ

嗜酸性物質ノ存在ヲ認メ，ソレハ「トルイヂン青，「エオジン」，「ゾイレスJ，「オレチン」英

他ニテ二重染色スルコト昌依ツチ讃明サルト．Hod趾a（1895）ハ多数ノrプラスマ細胞ヲ検
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索ナシ，明庭ノ存在ヲ認メコレヲ”espa㏄chai・e．㎝t爬㎜c6tεdumyau e－o protoplam6“

ト記シ，AImkvist（1901）ハコレヲ”Iichter Hof“ト云ヒ，Krompechor氏ハ，，P釘im1kIe量肥r

Ho｛“ト表ヒ。M測er氏ハ。ircum㎜kI漱er Hof“ト素ヒ，Sch3跣r氏ハju池mkI曲6

VakuOI3“ト云ヒ，何レモ此細胞ノ特徴トナセリ．P叩p㎝h6im u．Maximow（190三，1902）

異ハ此ノ亘。fヲC㎝tmsom㎝，Astmsp脆re二一致スト．Hoffm3㎜ハ此明庭ハ液滴カラ

成立スト表ヒ，Scbridd6（1906）民ハ周棲ノ穎粒堆積ナキ塵ガ明庭ヲ現スト云ヒ，Dubr㎝1G

氏ハ室胞ニシテ「ミトヒヨソドリヤ」無キ廃ナリト報告セリ．核ノ偏心性存在ハー般昌此細

胞ノ特徴ト認メラレテ居ル．此特徴ニカロブルニM舳。Mk6（1899）；W止it舳d（エ901）；

P即P㎝hoim（1901）；等ノ諸氏ハ核ノ「クロマチン配列ガ単軸状ヲ星スルヲ以テセリ．Hod2醐

氏ハ核心髄ノ存在ヲ認メタリト報告セリ．HoHmam氏ハ員ノ核心髄ノ存在ハ稀レナリト主

張セリ．核分裂畠關シテハUma；Kro㎜p・ck町；H・rris u．Wederh伽；等ノ諸氏ハ直接

分裂ヲ認メタリ．E・der1㎝”．Justi；Schriddセ；ノ諸氏モ始メ貝ハ直接分裂ヲ認メシモ後ニ

ハ間接分裂ヲ主張スル皇至レリ．C・j・I氏ハ直接分裂ヲ認メ，J・d・…h・民ハ間接分裂ヲ極

メテ稀レニ認ムルモ，コノヲ以テ「プラスマ細胞ハ総テ間接分裂ヲナスト主張スルコト能ハ

ズト云ヘリ．Marschalk。氏ハー般二一細胞中1核ヲ語ムルヲ元旦11トスルモ，時二2核，3

核，多核ノモノヲ認ム．多核性「プラスマ細胞ハ共生活機能ノ進行性ヲ示シ，間接分裂ハ退

行性現象ヲ示スモノトセリ．AI・heimerハ核ノ間接分裂像ヲ稀レニ認ムルモ，亦歴々藪核ノ

「プラスマ細胞モ認メラレタリ．而シテ此間接分裂ハ「プラスマ細胞ガ血管中二存在スル隈リ

之1／ヲ認ムルコトヲ得ト記載セリ．Co㎜dImam1M・l1o・y；Ho圭fm・！m；Maximow1民等

ハ屡々間接分裂ヲ認メダリト報告セリ．Schwar・氏二体ルト家兎ノ大網ノ乳斑中二於テ著

シギ間接分裂ヲ認ムト云ヘリ．W6id㎝reich氏モ亦Schw肌z氏ト同様，家兎ノ乳斑二於テ

間接分裂ヲ認メクリト報告セリ．V・・aω氏ハ「プラスマ細胞ノ増殖ハ間接分裂ニヨルモ，

藪核ノ「プラスマ細胞形成昌勤シテノミ直接分裂ヲ超スモノナル河シト報告セリ，K…y㎝o；

A．choH；度等ハ生麗染色ノ結果「プラスマ細胞ハ「カルミン擬取陰性ナルヲ以テ之レニ依ツチ

網献織内皮細胞ト明二厚別セラル・トセリ．本邦二於ケル文織ヲ徴スル皇眼科或ハ耳鼻咽喉

科領域呈於ケル「プラスモーム」昌關スル言巳載テルモ共報告ハ何レモ簡単ニシテ，恒川氏ノ梢

々講細ナル記載ト，岡本氏ノ人騒脾麟ノ「プラスマ細胞島關スル言巳載及ビ小室氏ノ軍軸核ハ

嚢生學的二本來性ノモノナルヤノ論文以外二見ル可キモノナシ．以上諸氏ノ實験方法ヲ見。ル

昌何レモ各臓器ノ固定切片標本二就キ記載セシモノニシテ，余ノ實験法ノ如ク趨生鵠染包或

ハ塗抹標本島就キ検索セシモノニ非ズ．総テ生誰ノ研究二當リテハ，可及的生活條件ト同一

候件ノ元二検索スルコトハ最モ室マシキ産ナリ．之レヲ以テ余ノ検索方法ハ多数先輩ノ研究

方法ヨリモー・段進歩シタル毛ノド言ハザルヘカラズ．今余ノ成績ト先輩諸氏ノ威縷ト比較ス

ルニ，趨生麗染包員關シテハ米ダコレヲ試ミタル人少ナキヲ以テ塗抹標本ノ所見ト先輩諸氏

ノ所見ト比較スルニ細胞ノ形態一闘シテハ何等異ル鹿ナシ．原形質・ノ蝿嗜堕基性モ亦同一ナ

リ．而シテ「マスト細胞，淋巴球ノ原形質モ嗜盤基性テルモ共染色ノ色合ハ著シク異ナレリ、
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原形質内室胞ノ存在二關シテハー般昌認メラ」 求E魔ナル毛，余ノ観象シタル姉ク幼若ナル

「プラスマ細胞阜ハ未ダ英出現認メラレスシテ，成熱スルニ從ツチ室胞様物質ノ増加スルモ

ノナルコトヲ観察シタル者ハ無キ如シ．原形質内明庭ノ存在二關シテモ，定形的「プラスマ細

胞ニハ共存在スルロトハ何レノ研究者モ認ムル鹿ナル毛，幼若ナル「プラスマ細胞≠於テハ

存在スルコトナクシテ，成熟スルニ從ヅテ三日月型ヨリ満月型二玖第二移行鐘化スルトノ観

察ヲ下シタルモノハ無シ．自ロチ此女ロキ観察ヲ行フコト能ハザリシハ固定切片標本ノ種々ナル

嵌階二基クモノナルベシ．原形質中二階盤基性二染色スル緑撚染色物質ノ存在ヲ認ムルモ，

超生誰染色ノ場合ニハ原形質ハー様ニシテ何等染色物質ヲ認メサルコトヨリシテ，原形質内

ニハ此如キー特殊物質ハ存在スルニ井シテ，原形質ソノモノノ染色ヲ示スモノナルコトヲ鋼ル．

原形質内二多藪ノ「ミトヒョイドリヤ」ノ現在スルコトヲ認メタル鱗ハSch・idde氏三一致セ

リ．盤基性穎粒ノ存在二關シテハ，余ノ超生麗染色標本二於テ数個ノ「ノイトラール赤穎粒

ヲ有スルモノヲ折々認メタリシガ，塗抹標本二於テハ如何ナル種類ノ願粒モ認ムルコト能ハ

ザリキー．H・i・氏ハニ重染色標本二於テ襲基性穎粒ヲ認メタリト記載セルモ余ハ認ムルコト

能ハザリキ．核二關シテハ定形的ノモノハ偏心性二存在スルコトハ余モ亦之レヲ認メタル

モ，幼若ナルモノハ核ハ求心性ニシテ成熟スル昌從ヒテ偏心性二移行スルコトヲ認メシ者ハ

ナキガ姉シ．核ノ「クロマチン」塊ガ単軸状配列ヲ示スコトハ展々認メラル・モ，他方皇於テ

ハ淋巴球ノ棲ト類似セルモノモ多数二認メラル．故皇車軸献型ヲ示スモノハ「プラスマ細胞

ノー特殊ノモノニシテ，之レヲ示サ“ルモノモ多数二存在スルヲ以テ車軸核ハ「プラスマ細

胞ノ特異鮎二非ズ．核分裂二關シテハ余ノ多藪ノ「プラスマ細胞観察二於テ唯1個ノ間接分

裂ノ像ヲモ認ムルコト能ハザリシ二反シ，一細胞中二2核ヲ有スルモノヲ折々観察スルコト

ヲ得タルコト及ビ3核ノモノヲ1同認メタルコトヨリシテUma；Kmmp㏄ker；H獅is u．

W・d鉗hake；E池rl㎝u・J・sti；比等ト同様二直接分裂ヲ螢ムモノト思惟ス．

結   誼

 正常家兎，生鵠染色家兎5頭ノ脾臓及ビ淋巴腺中ノ「プラスマ細胞ヲ超生誰染色＝・ヨリ或

ハ塗抹標本二各種染色ヲ施シテ検索シタル結果大鎧弐ノ如キ成績ヲ得タリ．

 1．超生鵠染色二於テハ定形的「プラスマ細胞ノ形態ハ構固形，類固形テルモ値ノ細胞ト接

鰯スル時ハソノ接鰯スル細胞ノ藪並二形態皇從ヒテ各種ノ形態ヲ呈スルニ至ル．原形質中ニ

ハ「ノイトラール赤一ヤーヌス糠超生麗染色ニヨリ，a）十藪個ノ「ミトヒョンドリヤ」ヲ現
                         ● ●  ■  ●   ● ● ■ ● ●  ■ ■ ●    ■ ●

スモノ，b）「ミトヒヨ；・ドリヤ」ト数個ノ「ノイトラール赤穎粒ノ混在スルモノ，C）「ミトヒ
●■■    ●●●●●●●● ●●■■ ■●●■○●■●●●●●■●●●   0■●
ヨンドリヤJ及ビ「ノイトラール赤穎粒ノ他二藪個ノ光ヲ屈折スル穎粒ヲ現スモノ，d）「ヤー
● ●  ●  ●  ●   ●  ●   ■  ●  ■  ● ○  ●  ●  ■  ● ■  ■  ○  ■  ●  ■  ● ●  ■  ●  ●  ■  ●  ●  ● ■  ■  ●  ●

ヌズ糠及ビ「ノイトラール赤穎粒ハ殆ド認メラレスシテ女色ノ微小ナル穎粒ノ撒布，或ハ連

鎖状配列或ハ集團ヲ形成スルモノ4種アリ．核ハ固形二．シテ偏在性二存在ス．棲中ニハ稀レ

ニ数條ノ緑献様物質或ハ不定型ノ小ナル次色ノ塊ノ存在ヲ認ム。

2．塗抹標本二於テハ用フル染色々素ノ種類昌依リテ原形質並二棲ノ染色スル色彩二相違
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ヲ來スモ原形質ハ何レモ強盛基性墨染色ス．ソノ色彩ハ「マスト細胞及ビ淋巳球ノ原形質ノ

嗜盤基性ノ色彩ト全然相異ル．成熟「プラスマ細胞ノ形態ハ構固形，類固形ナル毛，他ノ細

胞二接鰯スル場合ニハ超生駿染色ノ場合ト同様種々ノ形態ヲ呈ス．強襲基性二染色スル原形
                              ● ● ● ● ○ ■ ● ● ● ■ ○
質ノ略々中央部二當リ，而シテ之レ皇向ヘル核面二接シテ明庭存在ス．北部以外ノ原形質中
●■●●■●●■●●  ●■●●●●●○●●●●●●●0●■■● ■●●●■●●●・
ニハ多数ノ小室胞様物質存在ス．然レドモ英他ニハ如何ナル種類ノ穎粒モ認メス．幼若「プ
● ● ● ● ■ ■ ● ● ● ● ● ■ ■ ●   ● ■ ■ ■ ■ ● ■ ■ ● ● ● ■ ● ■ ● ● ● ■ ■ ■ ●   ○ ．   ・

ラスマ細胞ノ原形質中ニハ明庭モ室胞様物質ノ存在モ認メサル毛，成熟スルニ從ヒテ明庭ハ
■ ● ● ・ ■ ■ ■ ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ■ ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ■ ● ●   ● ● ● ● ● ■ ● ● ■ ● ■

三目月型ヨリ滅角型二至ル各種ノ移行型ノ出現ヲ赤スニ至ル．同時二室胞様物質モ成熟スル
● ● ● ■ ● ● ■ ● ● ■ ■ ● ■ ■ ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ○   ■ ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ・

昌從ヒテ数ノ増カ皿ヲ來ス．棲ハ固形ニシテ幼若ナルモノハ求心性二存在スルモ成熟スル昌從
○ ■ ○ ■ ● ● ■ ● ● ● ●   ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ・

ヒテ偏在性トナル．而シテ核ノ「クロマチン」ハ小塊，「コンマ型，梁形ヲナシテ数個存在シ，
●  ●  ●  ●  ●  ■  ●  ●

英大部分ハ核膜二滑ヒテ存在シ，残リノ1－2個ハ核ノ中央部二近ク存在シテ所謂車軸状ヲ

星スル場合モ認メラル・老，亦淋巴球二類似セル「クロマチン」ヲ有スルモノモ多数二認メラ

ル・ヲ以テ，車軸核ハ「クロマチンJノ特殊配列ノ場合ニノミ認メラル・毛ノニシテ「プラス
      ■ ● ■ ■  ● ● ● ● ■   ■ ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ■ ● ● ●   ■ ○ ●

マ細胞ノ縄動的特徴＝二非ズ．
●  ●  ● ■  ●  ■  ●  ●  ●  ●  ●  ●

 る．「プラスマ細胞ノ「オキシダーゼ反騰及ビ「ペルオキシダ【七反騰ハ共二陰性ナリ．

 4．「プラスマ細胞ハ周核穎粒陽性阜シテ，共形態並二散布配列ノ状態二從ヒテ散布型，花

冠状型，金平緒型，棒状型ノ4種類二分類スルコトヲ得タリ．

 5．生髄染色ヲ雄ス時ハ脾麟並呈淋巴腺中ノ『一プラスマ細胞ハ中等度ノ増加ヲ來ス．

 8．淋巴腺中ノ「プラろマ細胞ノ檎索ハ脾臓員此シテ困難ナリ．

 之レヲ要スルニ「プラスマ細胞ハ「ノイトラール赤超生髄染色二於テハ陰性叉ハ弱陽性ニシ

テ「ヤーヌス糠昌テハ多ク「ミトヒヨ1・ドリヤ」ヲ現シ，易動性及ビ耐久性「オキシダ｝七反

騰及ビ「ペルオキシダr七反騰ハ陰性テルモ周核穎粒ハ陽性ナリ・而シテ余ノ行ヘルM町一

αemsa，「ヘマトキシリンーエオジ；！，Unna，Uma－PapP㎝heim，Jadassohn，「アズール

Iトエオジン」等ノ染色法ノ内「プラスマ細胞ノ鑑別二優秀ナル染色方法ハ塗抹標本島於テハ

May－Gi6msa，及ピrヘマトキシリンーエオジン」ノ2法テリー而シテ「プラスマ細胞ハ脾臓

二於テ最モ易ク検出セラル・モ，「トリバ1・青空誰染色ノ場合呈ハ末梢血液中二出現スルコ

トヲ確認セリ．
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